
８．台風・洪水の時の避難の心得 
①避難所や避難する時の経路の確認を！！ 

②天気や災害、避難の情報に注意を！！ 

③浸水が始まる前に避難を！ 

④川や橋には近づかない！ 

⑤水中を歩く時は側溝などに注意！ 

⑦地下は危険！早く地上へ！ 

⑥車での避難は控える！ 



９．竜巻に対する対策 
■竜巻とは 
 
 竜巻は、発達した積乱雲に伴う強い上昇気流によって発生する渦巻き状の激しい突風です。 
 竜巻は、直径数十メートルから数百メートルで、非常に速いスピードで数キロメートルに 
   渡って移動します。 
  そのため、短時間で、狭い範囲に集中して甚大な被害をもたらすことがあります。 
  日本でも、近年、竜巻によって住宅地などが甚大な被害を受ける災害が度々発生しています。 

裏返しになり大破したトラック 
   （平成18年11月7日：北海道佐呂間町） 
        写真提供：気象庁 

被害を受けた住宅と大破した自動車  
    （平成24年5月6日：茨城県つくば市）  
      写真提供：気象庁 



リーフレット「竜巻から身を守る～竜巻注意情報～」 気象庁より提供 



１０．情報を得る 
災害が発生した時、正確な情報を得る方法を、確かめておきましょう。 

①テレビ・ワンセグ（携帯TV）・アイドラゴン 

②近くにお住まいの方からの情報 
    ●町内会会長（自治会会長）・民生委員 
    ●近所の信頼出来る方にお願いしておく 

③インターネットで情報を得る。 

しかし、 

停電でテレビが使えない！ 
停電でFAXが使えない 
家族が外出中に災害が起こった！！ 

メールで情報を得る方法を、 
 確認しましょう！！ ➡ 

携帯電話、スマートフォンの災害用伝言板などを 
                                活用しましょう！！ 




